
































































































































































































































































































































会の賃金格差体系の性格を、＜ A ＞と＜ B ＞と




図①＜雇用構造の変化の構図＞ ᇶᮏⓗ࡟ṇつ⤊㌟㞠⏝ ⫋ᑵᗘ㧗 ᕪ᱁⏝㞠த➇ࡢᰯᏛ㛗ᡂᮇ ⏕Ꮡᶒࣛ࢖ࣥۍᏛຊ➇தࡢᗏ㎶࡟࠶ࡗ࡚ࡶཧධࡋࡓປാࡢሙ࡛ࡢ᪂ࡓ࡞Ꮫࡧ࡟ཧຍྍ⬟ᖺ᪥⤒㐃㺀᪂᫬௦ࡢࠗ᪥ᮏⓗ⤒Ⴀ࠘㺁᪉㔪ࡢ㞠⏝ᵓ㐀1995 ձ㛗ᮇ⵳✚⬟ຊά⏝ᆺṇつ࣭⤊㌟㞠⏝1990ᖺ ௦ 㞠⏝᱁ᕪ⏝㞠ᆺ⏝άຊ⬟㛛ᑓᗘ㧗ղࡤ༙ ⏝㞠つṇ㠀㸧⏝㞠ᮇ▷㸦ᆺ㌾ᰂ⏝㞠ճ㝆௨ Ꮫᰯࡢ➇த 㸦⮬ᕫ㈐௵࡟ࡼࡿ෌Ꮫ⩦㸧 ⏕Ꮡᶒࣛ࢖ࣥⱝᖺປാຊᕷሙۍ㞠⏝ࡢᗏ㎶⪅࡟ࡣࠊ᪂ࡓ࡞Ꮫࡧࢆࡶࡗࡓປാࡢሙ࡬ࡢཧຍࡀᅔ㞴ؐؐ⤯࠼ࡊࡿ㞠⏝࡜㏥⫋ࡢ⧞ࡾ㏉ࡋ
図②＜能力主義と賃金構造のイデオロギー構造＞㈤㔠᱁ᕪయ⣔㹀 ㈤㔠᱁ᕪ㹠㈤㔠᱁ᕪయ⣔㸿㈤㔠㢠⏕Ꮡᶒࣛ࢖ࣥ a㈤㔠᱁ᕪPⅬ࣮࣡࢟ࣥࢢ࣭ࣉ࢔ 㸦㹬㸧㸦ປാ⪅ࡢ㈤㔠ࢆᑡ࡞࠸ࡶࡢ࠿ࡽከ࠸ࡶࡢ࡬୪࡭ࡓⅬࢆࡘ࡞࠸ࡔࡶࡢ㸧
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、商品の全体性










































































































































































































































































（2） 久冨善之『競争の教育』旬報社 1993 年。
（3） 2013 年 10 月労働力調査、総務省調査。
（4） 安達智則「『地域基盤社会』への転換と学校」
教育科学研究会編『講座 教育実践と教育学の
再生』第 5 巻『3･11 と教育改革』かもがわ出版、
2013 年。
（5） 国連・子どもの権利委員会の総括所見：日本（第
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と能力主義イデオロギー
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の発展につれて、
個々の労働者がではなく、社会的に結合され
3 3 3 3 3 3 3 3
た労働能力
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の直接的概念のもとに、
そして諸機能の担い手は生産的労働者
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は、物
質的には、直接に一つの総生産物
3 3 3 3
に、すなわ
ち同時に一つの商品総量
3 3 3 3
でもある総生産物

























































































（13）P. F. ドラッカー 上田惇生訳 ドラッカー名著
集⑦『断絶の時代』（2007 年ダイヤモンド社）
294-307 頁参照。
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